
提
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者
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嶺

政
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小

沢

和

秋

平
成
十
五
年
一
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

五

号

福
岡
県
芦
屋
町
の
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
の
Ｔ－

�
練
習
機
の
飛
行
訓
練
に
よ
る
騒
音
、
安
全
対
策
に
関
す

る
質
問
主
意
書

5



福
岡
県
芦
屋
町
の
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
の
Ｔ－

�
練
習
機
の
飛
行
訓
練
に
よ
る
騒
音
、
安
全
対
策
に
関
す

る
質
問
主
意
書

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
の
所
在
す
る
芦
屋
町
を
は
じ
め
周
辺
の
北
九
州
市
、
遠
賀
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
は
、
現
在
で
は
、

約
四
十
五
万
世
帯
、
一
一
一
万
人
が
生
活
し
て
い
る
市
街
化
地
域
で
あ
る
。
同
基
地
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
Ｔ－

�
に
代

え
て
、
Ｔ－

�
練
習
機
三
十
九
機
を
配
備
し
、
市
街
地
上
空
で
連
日
飛
行
訓
練
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
関
係
住
民
は
、
都
市
化

が
進
ん
だ
基
地
周
辺
上
空
で
の
離
着
陸
訓
練
、
周
回
飛
行
訓
練
等
に
伴
う
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
、
し
か
も
墜
落
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
は
大
惨
事
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
と
強
い
不
安
を
抱
き
、
住
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
の
安
全
対
策
は
言
う

ま
で
も
な
く
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

一

人
口
が
密
集
す
る
市
街
地
上
空
で
の
飛
行
訓
練
に
よ
る
墜
落
事
故
の
危
険
性
と
対
策
に
つ
い
て

�

都
市
化
し
た
市
街
地
上
空
で
の
Ｔ－

�
練
習
機
の
訓
練
は
、
常
に
危
険
性
を
内
包
し
墜
落
事
故
の
発
生
は
大
惨
事
に
直

結
す
る
事
態
を
招
く
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
八
八
年
に
芦
屋
基
地
で
は
、
着
陸
態
勢
に
入
っ
た
練
習
機
が
北
九
州
市

の
市
街
化
地
域
の
上
空
を
周
回
飛
行
中
に
海
側
に
墜
落
し
た
た
め
に
か
ろ
う
じ
て
大
惨
事
を
免
れ
た
。

九
九
年
に
は
埼
玉
県
の
入
間
基
地
で
、
Ｔ－

�
�
が
、
技
量
維
持
の
た
め
の
操
縦
訓
練
を
終
え
て
基
地
に
帰
投
直
前
に

一



市
街
地
か
ら
わ
ず
か
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
墜
落
し
、
東
京
都
と
埼
玉
県
の
八
十
万
世
帯
が
停
電
す
る
と
い
う
大
き
な

被
害
を
だ
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
一
歩
間
違
え
ば
大
惨
事
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
故
で
あ
る
。
芦
屋
基
地
な
ど
人
口
が

密
集
す
る
市
街
地
域
に
所
在
す
る
基
地
で
の
離
着
陸
訓
練
や
周
回
飛
行
訓
練
に
よ
る
墜
落
事
故
の
危
険
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

�

Ｔ－

�
練
習
機
の
配
備
に
伴
い
事
故
防
止
の
た
め
に
新
た
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
か
か
る

措
置
で
墜
落
事
故
に
よ
る
大
惨
事
を
防
止
し
住
民
の
生
命
と
安
全
は
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
言
で
き
る
の
か
。

二

芦
屋
基
地
周
辺
の
騒
音
対
策
に
つ
い
て

�

芦
屋
基
地
が
所
在
す
る
芦
屋
町
、
基
地
周
辺
の
北
九
州
市
、
遠
賀
町
、
水
巻
町
、
岡
垣
町
の
住
民
は
、
Ｔ－

�
練
習
機

が
配
備
さ
れ
て
か
ら
、
北
九
州
市
等
の
上
空
を
高
速
、
低
高
度
で
大
回
り
に
周
回
飛
行
す
る
た
め
に
飛
行
コ
ー
ス
の
真
下

に
位
置
す
る
八
幡
西
区
、
若
松
区
な
ど
、
そ
の
騒
音
被
害
を
受
け
る
地
域
が
拡
大
し
市
民
生
活
に
耐
え
が
た
い
苦
痛
を
あ

た
え
て
い
る
と
強
く
訴
え
て
い
る
。
市
街
地
に
お
け
る
Ｔ－

�
練
習
機
に
よ
る
騒
音
被
害
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

�

防
衛
施
設
庁
は
、
Ｔ－

�
練
習
機
の
訓
練
に
よ
る
騒
音
被
害
の
住
民
の
強
い
声
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年
八
月
か
ら
飛

二



行
コ
ー
ス
、
飛
行
回
数
、
騒
音
測
定
な
ど
現
地
調
査
を
開
始
し
、
昨
年
七
月
に
は
す
べ
て
の
調
査
を
終
了
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

騒
音
測
定
調
査
の
対
象
地
域
（
市
、
町
名
）
、
及
び
調
査
の
方
法
（
騒
音
測
定
の
調
査
地
点
、
測
定
の
方
法
、
測
定
の

期
間
）
、
又
飛
行
回
数
の
計
測
期
間
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
現
在
は
、
調
査
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
作
業

に
入
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
と
な
る
「
第
一
種
区
域
」
、
つ
ま
り
、
「
う
る
さ
さ
指
数
（
Ｗ
Ｅ

Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
）
」
が
基
準
値
の
七
十
五
を
超
え
た
地
域
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
い
つ
告
示
さ
れ
る
の
か
。

�

八
三
年
三
月
の
告
示
で
、
防
音
工
事
の
対
象
に
指
定
さ
れ
た
区
域
で
あ
る
芦
屋
町
、
水
巻
町
、
北
九
州
市
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
一
部
に
つ
い
て
の
住
宅
防
音
工
事
の
進
捗
状
況
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
市
、
町
名
毎
の
世
帯
数
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

�

学
校
、
病
院
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
住
宅
と
は
別
の
方
法
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
が
、
調
査
及
び
騒
音
測
定
方
法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

�

Ｔ－

�
練
習
機
の
配
備
後
、
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
は
調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
、
学
校
等

の
公
共
施
設
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



�

学
校
等
の
公
共
施
設
の
騒
音
測
定
調
査
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
の
要
望
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
防
衛
施
設
庁
自
ら
が
調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
か
。
設
置
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
調
査

し
、
「
防
衛
施
設
庁
長
官
が
定
め
る
限
度
を
超
え
る
場
合
」
に
は
防
音
工
事
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
「
防
衛

施
設
庁
長
官
が
定
め
る
限
度
を
超
え
る
場
合
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
基
準
を
い
う
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

�

芦
屋
基
地
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
学
校
の
防
音
工
事
は
三
十
八
校
に
つ
い
て
実
施
し
て
き
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ

の
際
、
学
校
等
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
防
音
工
事
を
実
施
し
た
施
設
名
と
所
在
す
る
市
町
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

Ｔ－

�
練
習
機
の
離
発
着
ア
プ
ロ
ー
チ
、
周
回
飛
行
コ
ー
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

�

防
衛
施
設
庁
は
、
当
面
の
措
置
と
し
て
住
宅
及
び
学
校
等
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
防
音
工
事
の
区
域
対
象
を
拡
大

し
、
騒
音
に
よ
っ
て
住
民
が
受
け
て
い
る
痛
苦
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
住
民
の
生
活
は
住
宅
内
に
限
ら
れ
ず
、
防
音
工
事
の
対
象
と
さ
れ
た
と
は
い
え
、
市
民
生
活
に
著
し
い
影

響
を
あ
た
え
て
い
る
騒
音
問
題
が
解
決
さ
れ
た
と
は
到
底
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
関
係
団
体
の
な
か
に
は
、
墜
落
事
故

の
危
険
性
と
い
う
点
も
考
え
あ
わ
せ
て
、
少
な
く
と
も
Ｔ－
�
練
習
機
の
離
発
着
ア
プ
ロ
ー
チ
、
周
回
飛
行
コ
ー
ス
を
海

側
に
変
更
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

四



�

芦
屋
町
、
北
九
州
市
な
ど
の
よ
う
に
人
口
が
密
集
す
る
市
街
地
に
航
空
自
衛
隊
の
基
地
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
問
題
で

あ
り
、
防
衛
庁
が
い
か
な
る
措
置
を
と
ろ
う
と
も
、
Ｔ－

�
練
習
機
に
よ
る
頻
繁
な
離
着
陸
、
航
法
訓
練
、
周
回
飛
行
は

常
に
墜
落
事
故
と
い
う
大
惨
事
を
招
来
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
過
去
の
市
街
地
に
お
け
る
墜
落
事
故
の
例
で
も
明
瞭

で
あ
る
。
住
民
の
生
命
と
安
全
を
守
り
、
騒
音
か
ら
市
民
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
、
訓
練
の
中
止
と
基
地
の
撤
去
以
外
に

根
本
的
解
決
は
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
求
め
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


